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第 ３ 回 赤 浜 地 域 復 興 ま ち づ く り 懇 談 会 

議 事 次 第 

―安全・安心な居住環境の構築に向けて― 

 

日 時：平成２４年１０月２４日（水） 

日     時：午 後 ７ 時 ～ 午 後 9 時 

会 場：赤 浜 小 学 校 体 育 館 

 

【議 題】 

  １． 開会  

２． 居住意向調査に伴うまちづくり計画（案）について 

３． 用地買収の際の手順について 

４． 今後の事業計画について 

５． 防潮堤に伴う用地測量について 

６． 流出家屋等の基礎等撤去事業について 

７． 災害公営住宅に関する計画（案）について 

８． 大槌町独自支援事業について 

９． 質疑応答・意見交換 

（全体、事業別、区画整理事業のしくみについて等） 

 １０． 閉会  

【配 布 資 料】 

・次     第（１Ｐ～２Ｐ） 

・居住意向調査に伴うまちづくり計画（案）等（３Ｐ～３０Ｐ） 

 

 

 

 

 

 

  

大槌町地域整備部都市整備課市街地再生班 
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【復興まちづくりに伴う経緯及び今後の予定】      (平成２４年以降) 

期 日 内 容 

平成２４年１月１９日 

～１月２７日 
住宅再建に関する意向調査 

平成２４年３月１８日 赤浜地域住民説明会 

平成２４年５月７日 第１回大槌町都市計画審議会 

平成２４年５月２８日 第 1回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年６月１１日 

～６月１５日 

居住意向調査 

（仮設住宅団地談話室等にて開催） 

平成２４年７月２８日 

～８月３日 

町外復興まちづくり懇談会 

（遠野市、紫波町、北上市、盛岡市、花巻市） 

平成２４年８月６日 

～８月３１日 

居住意向調査 

（８月１３日から１６日の期間は赤浜小学校体育館にて実施） 

平成２４年９月４日 防災集団移転促進事業計画の大臣同意取得 

平成２４年９月５日 赤浜地区防災集団移転促進事業に係る事業計画説明会 

平成２４年９月１０日 第２回大槌町都市計画審議会 

平成２４年９月１２日 
東京大学大気海洋研究所国際沿岸海洋研究センター 

移転計画（案）説明会 

平成２４年１０月２４日 第３回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年１１月７日 第４回赤浜地域復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月１３日 遠野市復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月１５日 北上市復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月１６日 盛岡市復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月１６日 紫波町復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月１９日 釜石市復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月２０日 花巻市復興まちづくり懇談会、災害危険区域説明会 

平成２４年１１月２５日 第５回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

 

 

 

お問い合わせ先 

大槌町役場地域整備部都市整備課市街地再生班（赤浜地域担当） 

電話番号：0193-42‐8723／FAX：0193-42-3858 

 

 



第3回第3回
赤浜地域復興まちづくり

懇談会

平成24年10月24日平成24年10月24日
大槌町 3



第 回赤浜地域復興まちづくり懇談会 目次第3回赤浜地域復興まちづくり懇談会 目次

議題 ２ 居住意向調査に伴うまちづくり計画（案）について（都市整備課市街地再生班）議題 ２ 居住意向調査に伴うまちづくり計画（案）について（都市整備課市街地再生班）

議題 ３ 用地買収の際の手順について（都市整備課市街地再生班）

議題 ４ 今後の事業計画について（都市整備課市街地再生班）議題 ４ 今後の事業計画について（都市整備課市街地再生班）

議題 ５ 防潮堤に伴う用地測量について（岩手県沿岸広域振興局水産部漁港漁村課）

議題 ６ 流出家屋等の基礎等撤去事業に いて（地域整備課道路河川班）議題 ６ 流出家屋等の基礎等撤去事業について（地域整備課道路河川班）

議題 ７ 災害公営住宅に関する計画（案）について（管理用地課建築住宅班）

議題 ８ 大槌町独自支援事業について（復興局復興推進室）

議題 ９ 質疑応答・意見交換
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議題２．居住意向調査に伴うまちづくり
計画（案）について
１）地域が作ったまちづくり計画

２）居住意向調査

３）まちづくり計画
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３）まちづくり計画

４）避難計画



1)地域が作ったまちづくり計画

平成23年12月
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居住意向調査 平成24年１月

2)居住意向調査（全ての被災された方）
１月

居住意向調査 平成24年１月

⑥希望世帯数
持家 15戸

④希望世帯数
持家 12戸 ①②希望世帯数

持家 39戸災害公営住宅 15戸 災害公営住宅 10戸 持家 39戸
災害公営住宅 40戸

③希望世帯数
持家 18戸
災害公営住宅 5戸

図は居住意向調査時点のもの
⑦希望世帯数
持家 6戸
災害公営住宅 2戸

災害公営住宅 5戸

⑤希望世帯数
持家 10戸
災害公営住宅 10戸

※希望世帯数は、居住意向調査の実数を回収率で割り戻し、全体数を推定した。

7
災害公営住宅 2戸 災害公営住宅 10戸



居住意向調査 平成24年6月～8月

2)居住意向調査（防集事業対象者）
６～８月

⑥希望世帯数 3戸

④希望世帯数 6戸
①希望世帯数 10戸

⑦希望世帯数 0戸
②希望世帯数 6戸

③希望世帯数 45戸

⑤希望世帯数 8戸⑤希望世帯数 8戸

図は居住意向調査時点のもの

※希望世帯数は、居住意向調査の実数を回収率で割り戻し、全体数を推定した。
※区画整理事業区域内の方の回答は含まず。
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①区域(北側斜面)
防集住宅団地 8戸3)まちづくり計画（住宅団地の配置）

①区域(北側斜面)

②区域(岩手県交通裏)
防集住宅団地 6戸

①区域(北側斜面)
災害公営住宅 14戸

③区域(三日月神社裏)③区域(三日月神社裏)
防集住宅団地 40戸

⑤区域(赤浜小学校跡地)
災害公営住宅・長屋 28戸

④ 害 9④区域(区画エリア)災害公営住宅 6戸

④区域(区画エリア)防集住宅団地 5戸
※区画整理事業区域内の方の回答は
含まず。



1)公共施設の集約4)常楽院は背後地に再建

3)まちづくり計画（公共施設の配置）
1)公共施設の集約
配置
より安全な最終避
難場所

4)常楽院は背後地に再建
（跡地は駐車場等）

難場所

2)海を望める広場

3)県道は現位置
で嵩上げ嵩
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5)赤浜小学校の記憶を継承

新たな住宅
団地候補地



3)まちづくり計画（変更点① 公共施設の配置）
避難ホール・公民館避難ホ ル 公民館

消防屯所

避難広場

簡易郵便局

眺望広場
公共施設配置の変更理由
•当初計画していた位置は住宅再建希望者が多いた
め用地確保が難しい

眺望広場

11•公共施設は県道沿いでより安全な場所が望ましい
•公共施設は集約配置が望ましい
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3)まちづくり計画（変更点② 県道位置）

当初案の線形

復興協議会(案) は 山側に寄せて復興協議会(案)では、山側に寄せて
嵩上げとしていたが、居住意向調査
の結果、区画整理区域内（県道山

道

側）の居住希望が多かったことから、

居住地を確保するため、現位置での
嵩上げとした。

12県道
現位置での嵩上げ

嵩 げ した。
なお、道路幅員は現況の5.5ｍから
9.5ｍへ拡幅する計画。
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3)まちづくり計画（盛土高さのイメージ模型）

13
13



4)避難計画(案)
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1.神社、寺を目指して避難
2.現岩手県交通位置が最終避難場所 14



議題３．用地買収の際の手順について
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1)事業用地を提供頂く場合の手順（防集・区画整理）

事
業
説

土
地

（
公
簿面

立
木
等物

税
務
署

用
地
買

に
つ
い

話
合
い

説
明
会

の
評
価

簿
面
積
、

面
積
按
分

等
の

物
件
の
調

署
へ
の
協

買
収
内
容

い
て
の
確

い(

用
地
交分

）
調
査

協
議

容
確
認

交
渉)

土地の評価

契
約
の

物
件

登
契
約
金

税
務
署

確

町だけで行う手続き

地 評価

事業説明会

締
結
・

件
等
の
移
転

記

の
支
払

署
へ
の

確
定
申
告

町が行い、皆さんにも参加、
立会していただく手続き

16転 い

皆さんに行っていただく手続き

確定申告



（相続登記の場合）

2)土地買収契約時に準備して頂くもの
（相続登記の場合）

登 内実印住戸除
遺
産委登

記
種
類

内

容

実

印

印

鑑

証

明

住

民

票

戸

籍

謄

本

除

籍

謄

本

産
分
割
協
議

委

任

状類 容印明票本本議
書

状

相続者 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

相続登記

被相続者 ○ ○ 17被相続者 ○ ○



3)移転事業に係る土地買取り価格の提示について

防災集団移転促進事業に係る移転敷
地の買取価格（不動産鑑定価格）の公

(案)

○○○○様
大槌町長地の買取価格（不動産鑑定価格）の公

表につきましては、10月末から順次個
別に通知する予定です。
なお お電話によるお問合せは 個人

土地の単価についてお知らせ

事業名 防災集団移転促進事業なお、お電話によるお問合せは、個人
情報保護に関する法律の観点からお断
りしています

事業名 防災集団移転促進事業
大槌町○○ □□番地△

登記面積 ○○○．○○㎡
単 価 ¥○○,○○○円/㎡りしています。

●買取対象
住宅・共同住宅・店舗兼住宅や住宅と
一体となった農地等（会社、事務所、
工場等 人の居住がない用途は対象 18工場等、人の居住がない用途は対象
外）



4)用地買収に伴う今後の留意事項について

次回懇談会にて詳細を説明

①抵当権の解除について

②相続登記、遺産分割協議書について

③土地 買収地積 確定方法③土地の買収地積の確定方法について
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（参考資料)

被災者のための住宅団地整備のための
用地取得に係る課税の特例

東日本大震災に係る特例措置として、復興事業等の用に供するために、被災地
内にある土地を地方公共団体等が買い取る場合は、土地等の譲渡所得につい
て2 000万円の特別控除を適用 （平成28年3月31日まで）て2,000万円の特別控除を適用。（平成28年3月31日まで）

東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する法律

東日本大震災の発生日以後に東日本大震災の発生日以後に
相続等により取得した財産の評価について

東日本大震災の発生日以後に相続、遺贈又は贈与により取得した財産につい
ての評価方法を定めたもの。（被災家屋の評価、被災した建築中の家屋の評価）

「東日本大震災の発生日以後に相続等により取得した財産の評価について」の一部改正について（通達）
（平成24年６月20日付課評２ 26ほか２課共同） 相続税法 20（平成24年６月20日付課評２－26ほか２課共同） 相続税法



議題４．今後の事業計画について
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今後の事業計画
赤浜地域復興スケジュール（案） H24.10.24　第3回　赤浜地域復興まちづくり懇談会　資料

平成27年度
区分

平成24年度 平成25年度 平成26年度

～8月まで 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ４～9月 10～3月 4～3月

高
台
団

大
臣
同
意
取

区分

移 実施設計

大臣同意

追加・変更
基本

計画
２
工
区

完
了

１
工
区

完
了

３
工
区

完
了

地
造
成
地

取
得

移
転
促
進
区

用地交渉(高台)

実施設計

不動産

鑑定
造成工事

開発許可等
住宅建設 住宅建設 住宅

建設

災
害
公
営

住
宅

域
用地交渉(高台)

実施設計

建築工事 建築工事
2
工
区

完
了

建築工事

3
工
区

完
了

１
工
区

完
了

区
画
整
理
事

都
市
計
画
決

事
業
認
可

区
画
整
理
審
議
会

仮
換
地
指
定

区
画
整
理

住宅建設

盛土・造成

住宅建設

１ 2
業 定

会

災
害

公
営

住
宅

理
区
域

盛土・造成

実施設計

建築工事

１
工
区

完
了

2
工
区

完
了

意向確認

先行買収

意向確認

22

22

合意形成 まちづくり検討(懇談会)

最終意向確認

情報提供（※）

意向確認

（※）不動産鑑定結果、

災害公営住宅家賃、

入居ルール、払下げ価格、他

意向確認



議題５．防潮堤に伴う用地測量について
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議題６．流出家屋等の基礎等撤去事業
について
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撤去の対象となる建物等の条件等

① 撤去の対象は罹災証明書の半壊以上
② 居住していた土地及びそれに付属する土地に残存する構造物を解

体撤去します
③ 取り壊したコンクリート構造物等は、廃棄物として大槌町で処分

しますします
④ 基礎の撤去により、隣地との境界が不明となるおそれが生じる場

合は、最少の構造物等を残すようにしますが、大槌町では原則、
測量等による境界復元や境界杭 再設置は行 ません測量等による境界復元や境界杭の再設置は行いません

⑤ 大槌町からの連絡調整・解体の立会などには誠意をもって対応し
ますます

⑥ 基礎の撤去に関して、当該建物等の関係者と紛争があった場合は、
申請者の責任において処理してください

⑦ 大槌町は 基礎の撤去のために必要とな た場合は 当該建物に25⑦ 大槌町は、基礎の撤去のために必要となった場合は、当該建物に
係る固定資産税の評価及び賦課に関する情報を閲覧・照会します
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議題７．災害公営住宅に関する計画(案)
について
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応急仮設住宅 約２０㎡ (約６坪) 県営住宅標準プラン 約４０㎡ (約１２坪)

１DKタイプ
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応急仮設住宅 約３３㎡ (約１０坪) 県営住宅標準プラン 約５５㎡ (約１７坪)

２DK・２LDKタイプ
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応急仮設住宅 約３９㎡ (約１２坪) 県営住宅標準プラン 約６５㎡ (約２０坪)

３K・３DKタイプ
応急仮設住宅 約３９㎡ (約１２坪) 県営住宅標準プラン 約６５㎡ (約２０坪)
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災害公営住宅 供給計画スケジュール（案）

大槌町災害公営住宅供給計画スケジュール(案）・赤浜地区

平成25年度 平成26年度 平成27年度 28年度 29年度入居
開始

本供給計画は平成24年10月1日現在のスケジュールです。

平成24年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3予定 前半 後半 前半 後半

防集 用地交渉

建築工事

設計

平成
２６年度～

設計 建築工事区画

入居

入居盛土造成工事 設計 建築工事 入居盛土造成工事

建物タイプについては戸建タイプ・長屋タイプを基本と考えています。用地取得の関係で、場合
によ は集合タイプも検討しなければなりません 戸数 建物タイプは希望に きる限りそえるようによっては集合タイプも検討しなければなりません。戸数・建物タイプは希望にできる限りそえるよう
に考えています。今後、家賃・払下げ価格等の住宅再建を考えるのに必要な情報を提示した後に、
戸数・建物タイプを再度把握し、実情にそったものにするためのアンケートを実施します。
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